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研 究 報 告
【所長関係研究報告 (所長 教授 近藤紛失)】









5)近藤錐失 ･トりtLj意讃 ･大形延毒 ･森山元一 ･嶋田三千秋 ･大石 宏 :骨関節帝核の病鹿廓清衡成績･･･････54
6)林 孝夫 :骨関節醇核に於ける骨萎縮の実験的研究
勢7回結核外科集談会 (昭･26･2),日本整形外科学会雑誌25番 (昭.27.近刊号掲載予定)
7)山I月漬讃 ･林 孝夫 ･大坂哲也 ･野島元雄l:骨関節筋核に於げろ骨萎縮の成因L/7'-就て
終7臥結成外科集談会 (Wn'･2612),整形外車ト3巻,1号 (帖･27.1)
8)藤 ul栄隆 :延性膿の給核菌増殖阻止作用 第7臥結核外科集談会 (昭･26･2)
9)森山元一 :ス tレブ ナマイシン,バス･ティtt-オンの帯核常発育抑制作用及び其の相互関係に
裁ての実験的研究 節7LHl解核舛科集談会 (鹿.26.2)抗菌物質研究近刊号親裁予定
10)見玉 梓 :骨関,LTn'結核症による髄核常の生態 整形舛針 2番,1号 (P/nJ･26･2)
ll)兄玉 柑 :締核菌に考ぼナス tI,ブ トマイシンの影響掛 て易染性形の変化L/{裁て
抗菌物質研究･4巻,12号 (uJ,j･26･3)
12)近藤銑失 ･山[Ll憲讃 :_甘関節髄核の観血的療法 節2地 相 本整形外科学会給金宿題琳菓 (ufjl26･4),
医学112番,2号 (肘,.'･27･2),第23軌陪核研究会特別講演 (昭･26.10)
13)鼠1=_ 柑 :骨閑結核症tJr於げろ幕核菌の僻究構造 整形外科･2巻,1号 (叫･26･6)
14)近藤錐失 ･山川護譜 :骨関節聴核の観血的療法に対するス 1､レブ トマイシンの必要性に就て
第5回二赦酉合同臨床部会 (昭･26･7)鰭療･34巻,7号 (叱･2717)
15)手島宰三 :骨関節結核症に於げろ肝臓横磯 に就て灘 に手術に依 る影響 節8回結核外科集談会 (昭･26･8)
16)大坂暫也 :骨関節鯖核に対する'｢ス ト･マイ｣併用病巣廓清衡の血液学的影響
節8回鯖核外科集淡会 (岬･26･8)
17)Lf州 憲讃 ･森 益太 :骨閤 節幕核に対する ｢ス ト･ マイ｣肝仙痛展廓清衡が肺jlil-見に及ぼす影響に裁て
第8回締核外科集談会 (昭･26･8)
18)森 LTj元一 ･.手術創の幕核菌汚染に対する牝学療法剤の効果 第8回結核外斜集談会 (昭･26･8)
19)大谷 藷 :摘出組織切片の帝核常検索に対する検討 と簡易迅速証明の提唱
算70回近畿外科学会 (昭･26･11)
20)林 孝夫 :骨関節結核症の上線像 とその診断的意義 近畿管内医学研究会 (昭･26･9)
21)E･RondoR･Yamada:OperativeTreatlnentOfBone-JointTuberculosis･
ACTATUBERCULOF5EA JAPONICAvol.1,No.2(March1951･)
22)山山孟子享:整形外科鶴城L/7:於げろ結核菌並びに ｢アレ7レギー｣の問題 医学春秋･節2輯 (Hli･27･3)
